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1.は じめ に

イ ンターネ ッ トに代表 され る、 コ ンピュー

タを利用 したデ ィジタル情報 のや り取 りの急

速 な普及 にみ られ るよ うに、今 、 わが国の メ

デ ィアのデ ィジタル化の動 きは急で ある。

最近で は、 テ レビ放送 のデ ィジタル化 の ス

ケ ジ ュ ー ル も話 題 と な って い る。CS

(CommunicationSatellite=通 信 衛 星)放

送 はすで に96年 か らデ ィ ジタル放送 を始 めて

い る。 また、BS(BroadcastSatellite=放

送 衛星)デ ィジタル放 送の開始 も目前 とな っ

てお り(2000年 か ら)、 さ らには、郵 政省 の

計 画で は、地 上波 デ ィジタル 放送 の試験 放送

も2000年 か らスター トす る ことにな ってい る。

私 た ちを取 り巻 くメデ ィアが次 々 にデ ィジタ

ル化 され よ うと してい るので あ る。

一方で
、 ディ ジタル化技術 は、 印刷 ・出版

界 に も大 きな変化 を もた らした。 特 に、80年

代 末 にな ると、編集 や割付 けを コ ンピュー タ

のデ ィスプ レイ上 で済 ませ て しまう システ ム

(DTP=DesktopPublishing)の 本 格 導

入 が なされ、 他方 で、80年 代 の中頃 か らは紙

以 外 の媒体 によ る 「電子 出版 」(1)も始 ま って

現 在 に至 って いる。 これ らはいずれ も、 一連

の出版の過程 を デ ィジタル信号 の流 れに置 き

換 え るこ とに よ り実現 した。

このうち電子出版は、その形態によ り、C

D-ROMに よる出版のようなパ ッケージ系

と、主 としてインターネット上のデータの形

をとるネットワーク系に分類でき、いずれも

すでに多 くの人々に利用されている。

そこで、本稿の課題の第一 は、「出版」の

新 しい形 として、上述のような電子出版や、

デ ィジタル技術を駆使 した新 しい印刷 ・製本

システムを素描することにある。次に、 この

素描を踏まえたうえで、他のメディアと比較

した場合の出版物の重要な特性の一っとして、

他品種少量(小 部数)生 産 ということが強調

されること、および、出版 という営みが危機

に瀕 していると指摘 されることに鑑みて、第 齟

二の課題 として、新 しい様々な技術や システ ゴ

ムが、出版 という営みの活性化にどのように

活用できるのかを考えることとする。

以下、第2章 では、出版の新 しい形の うち、

パ ッケー ジ系電子出版 とネットワーク系電子

出版を、また、第3章 では新 しい印刷 ・製本

システム(プ リツ ト・オン ・デマンド)を 取

り上げ、それぞれにっいての概略を紹介 した

うえで、第4章 で、 これ らの技術 の進展が、

伝統ある 「出版」を活性化するどのよ うな可

能性を秘めているかを検討することとす る。
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〔注 〕

(1)「 電子出版」という語は、本来は出版物を電

子的な方法で出版することを指すが、本稿では、

電子的な方法で作成 された出版物をCD-RO

Mの よ うな紙以外の媒体(メ ディア)で 出版す

ることに限って、 この語を使うことにする(渡

辺武達ほか編 『メディア用語を学ぶ人のたあに』

(世界思想社 ・1999年)225頁 参照)。

2.出 版イメージの変容1一 パッケージ系電

子出版 とネッ トワーク系電子出版

1パ ッケージ系電子出版

パ ッケージ系電子出版の代表 は、CD-R

OM(CompactDiscReadOnlyMemory)

を記録媒体 として用いる出版である。CD-

ROMは 音楽用CDと 同 じ直径12cmの 円盤で、

約650MBの 読み出 し専用の記憶媒体であり、

大容量かっコンパ クトで、 ランダムなアクセ

スが可能であるという特性を持 っている。

この大容量 とコンピュータを利用 した多様

な検索機能を生か して、百科事典(マ ルチメ

ディア百科事典などと称されるもの)の よう

なヒッ ト作が現れている。 これらは、文字 ・

静止画 ・音声 ・動画などを、インタラクティ

ブな操作 により引 き出すことができるもので

ある。また、いわゆるマルチメディア的作品

ではない ものの、紙版では全35巻 にもなる百

科事典をわずか2枚 のCD-ROMに 収め、

検索 ・探索機能 を高度に充実させた 『世界大

百科事典』(日 立デ ジタル平凡社 ・1998年)

も注目され る。 これは、百科事典をいわば人

類 の財産 として利用 し尽 くす発想に基づ くも

のである(2)。

このよ うな百科事典やこれ と性格の類似 し

た辞典類 の電子版は、検索機能に代表 される

利便性において、すでに紙版の到底及 ばない

レベルに達 している。特 に百科事典の領域で

は、紙版 の存在理由は失われっっあると言っ

て もよいほどである。

他方でまた、絵本のような娯楽作品にも多

くの優れたCD-ROM作 品が生まれている。

これ らもコンピュータを利用 したイ ンタラク

テ ィブな操作を行 うことにより、必要 な情報

や機能やアクションを引き出すものである(3)。

さて、 このように数多 くのCD-ROM作

品が 「出版」 されているが、 ここでCD-R

OMが 持っ メデ ィア(記 憶媒体)特 性 を、

「出版」 という視点か ら整理す ると、次のよ

うになる。第一 に、大容量の記憶量を持ち、

高度な検索 ・レファレンス機能を実現で きる

ので、百科事典のような大部かつ検索が重要

な 「本」 には最適の媒体だ った。最近では、

イ ンターネッ トと連動 させ ることによ り、当

該事項に関する最新情報やより詳 しい情報を

得 ることができる機能を付加することにより、

情報の陳腐化を補 うこともできる作品も多 く

なっている。 このようなことも紙版では不可

能 に近か ったのである。また、第二に、この

メディアを用 いれば、文字 とともに音声 ・動

画 を供給す ることも可能で、 さらに第三に、

安価 に複製ができ、かっ本に似 たパ ッケージ

を着せることにより流通 に乗せやすいうえ、

さ らに、一部 の作品では既存 のコ ンテンツ

(文章や映像など、 メデ ィアを通 じて伝達 さ

れる内容)を 流用 して制作が可能だ ったこと

か ら、出版界 にとっては親 しみやす くかっ優

れた媒体だった。

けれども、CD-ROMに は、これを 「出

版」のメディアとしてみたとき、次のような

問題点 もまた指摘できる。

第一に、CD-ROM自 体 は極あてコンパ

ク トかっ軽量 なものであるにもかかわらず、

その読み出しにはコンピュータが必要だとい

う点が問題 となる。 コンパ クトなCD-RO

Mも その読み出 し装置を考えると、操作の簡

便 さや読みやすさ、および、携帯性の面で紙

版の本に及ぼない面があるのである。 さらに

は、CD-ROM自 体 には書 き込みを受 け入

れる機能 も備 わっていない。 これ らの点 は、
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記録装置 と再生装置を兼ね、 また、文字や図

版の再現性が良好なメディアである紙を用い、

それを束ねて綴 じることにより冊子体 として

供給 される、携帯性に優れた紙版の 「本」が

依然優位に立つ点である。また、第二に、C

D-ROMと いえ ども本来的に容量の限界を

持つのであり、そもそもディジタル化 された

コンテンッの配信にパ ッケージが必要なのか

という問題 もある。 さらに、第三 として、制

作に伴 う初期投資に見合 った資金の回収困難

という問題 も常に存在する(4)。

CD-ROMは 「出版」の新 しいメディァ

として注 目されたが、特に、上述の第一 の点

のような難点があり、出版のメディアとして

の限界が指摘され るのである。

上 に述べ た第一の点に関連 しては、「電子

ブック」 と呼ばれ る一連の電子出版物にも触

れ る必要 がある(5)。これ は、CD-ROM

による出版物がパ ソコンとその操作を必要と

す るという点を意識 して、携帯可能な専用の

機器によ る読み出 しを前提 として生まれた。

「電子 ブック」はその機器の機能および操作

性から、検索を主 とする事典類に適 しており、

r電子 ブック版広辞苑』(岩 波書店)の ような

売れ行 き良好の作品もある。 しかし、現行の

機器 は画面が小さく、これを読んで楽 しむよ

うな通常の読書には不適であ って、一部 の売

れ行 き良好作品はあるものの、 タイ トル数 も

劇的に増えることな く、出版の新 しい形 とし

て広 く普及するには至 らなか った(6)。

2ネ ッ トワー ク系電子 出版

オ ンライ ンマガ ジンに代表 されるネッ トワー

ク系の電子 出版 は、 コ ンテ ンッをパ ッケー ジ

とせず にその ままイ ンター ネ ッ トで配信す る・

もので あ る。 た とえ ば、 『WalkersNet』 と

い う角川書 店が運 営 してい る ウェブ ・ペー ジ

で は、東京 ・横浜 など全 国 のエ リア ・ウ ォー

カ ー誌6誌 の情 報 を無料 で見 る こ とが で き

る(D。 け れ ど も、 この種 の もの は、 これ を

「電 子 出版」 と呼ぶ と して も、 本来 的 に ネ ッ

トワー ク上 の通常 のデ ータの一 っ と変 わ りな

い もので ある。

これ に対 し、 よ り本格 的な ネ ッ トワー ク系

の電子 出版 といえ るもの も現 れて い る。 日本

で も、すで に複数の 「電子書店」が コ ンピュー

タや特 定 の機種 のPDA(PersonalDigital

Assistants=携 帯 情報端 末)向 けに電 子版 の

「本」 を配信 す るサー ビス を行 って い る(8)。

そ して、 これを さらに発展 させ たのが、 ダウ

ンロー ドした電子 版 の 「本 」を携帯可 能 な専

用 の読 書端末 で読む システ ムで あ る。 す で に

別稿 で紹介 したが、 この シス テムで は、紙 が

不要 で、 印刷 や物流 の経 費 もか か ることな く、

原理 的 に返 品 もあ り得 ない(9)。

98年 秋 か らア メ リカでサ ー ビスが始 ま って

いる、 ソフ トブック ・プ レス社 の システム は、

「世 界初 の完全 なペーパ ー レス読 書 シス テム」

と して発表 された(10)。この システ ムは、 ソフ

トブック ・リー ダーと名 付 け られた、A4サ

イズで重 さ2.9ポ ン ド、画面サイズ15.2cm×20.3

cmの モ デム内蔵 の専用端末 に、電話 回線 か ら

電子版 の 「本」 をダウ ンロー ドして液晶画 面

で内容 を楽 しむ もので ある。 この リー ダーは、

1,500ペ ー ジ分 の コンテ ンツ(2MB)を 収 容

可能 な電子読書端 末で あ り丶紙版 の本 と同様

にペー ジだてされた 「本」 を、 カバ ーを開 け

るだ けで簡単に読書可能 とな る。

ソフ トブック社の システムは、 このよ うに、

電子版 の本 を読 む にあた って コン ピュー タの

操作 を必要 とせず、紙 版 と比較 して違和感 の

ない よ うに工 夫 され た端 末 を提供 す る点 に特

徴 があ る(11)。ま た、 よ り小型 の ヌヴォー ・メ

デ ィア社 の シス テム も98年 か らサ ー ビスが始

ま って いる(12)。

これ らのアメ リカの シス テムに対 して、 日

本 で は電子書 籍 コ ンソー シアム とい う組 織 に

よ り、 電子版 の 「本」 を読者 に配信す るシス
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テムの実験が99年11月 か ら始まる(13)。この実

験では、出版社発のコンテンッは 「電子化セ

ンター」による電子化の処理を経て二っのルー

トを通 じて読者に届けられる。

その一っは、イ ンターネット経由で家庭な

どのコンピュータに送 られ、「PCビ ューア」

というソフ トで読む ことができるルー トであ

る。けれども、注目されるのはもう一っのルー

トであり、 こちらのルー トの場合、「本」は通

信衛星を経由して、書店やコンビニなどに新

たに設置される販売端末か ら専用の読書端末

にダウンロー ドされ、読者 はこの読書端末の

液晶画面で内容を読むのである。 この専用の

携帯読書端末用には、極めて高精細の液晶ディ

スプレイ(14)が準備されるとともに、5,000タ イ

トルの電子版の 「本⊥も揃えられることになっ

ている。

電子書籍 コンソーシアムの実験 は、始 まろ

うとしている段階であり、同会が 「電子書籍」

に関する規格を整備 し(注(13)参 照)、 魅力的

なソフ・トを整えようとする姿勢 は極あて重要

である。ただ し、今回の実験は、紙版の本と

して発行された本をスキャナで画像(画 像情

報)と して取 り込み電子化することにより行

われる(15)。

3出 版の一つの形としての読書専用端末の

有用性

それでは、 この読書専用の携帯端末のシス

テムは、 出版界にとりどのようなメリットを

もたらすものだろうか。

そもそも日本の電子書籍 コンソーシアムの

プロジェク トは、従来の電子出版がコンピュー

タの存在や機能にとらわれすぎていたとの反

省 に立 って、従来の書物の可搬性の高 さ、可

読性の高 さを継承 し、 内容 も、 コミック(マ

ンガ)を 含む通読型の書籍に対応できるもの、

という発想か ら生まれたもののようである(16)。

そ うすると、そこにあるものは限 りな く紙版

の本に近い電子版の 「本」 ということになる。

確かに、先行するソフトブック社のウェブ ・

ページで も、操作が簡単でフルページ表示が

され、ページだてがされていてスクロールの

必要がないなど、「本のような外観 と雰囲気」

("Book-likelookandfeel")を 持っことが、

その提供するリーダーの特色としてあげられ

ている。要するに本の延長上にある電子版の

「本」という位置づけであり、同時に、専用端

末が従来の紙版や電子版の 「本」を超える部

分 として、①ダウンロー ドにコンピュータを

必要・としないこと、②本体に1,500ペ ージのコ

ンテンッを収容可能であり、 また、 ディスプ

レイが大型でバ ックライ ト付 きであることな

ども強調されるのである(17)。

上の①の点は、 これまでの電子版の 「本」

であるCD-ROM版 や通常のインターネッ

ト上のデータの形をとった 「出版物」 と較べ

た場合 に、簡便性において優位に立っ点であ

る。 また②は、従来の紙版の本と比較 した場

合に優位 に立て る点であろう。 このシステム

によれば、ベス トセラーの本を瞬時に入手で

き、何冊 もの本を持ち歩 くことなくいっで も

どこでも読 め、また、バ ックライ トの機能に

よ り照明さえ選ばずに読書に親 しむ ことがで

きることになる。 これは読者にとっては、 た

とえば旅行のような場面で極あて有効なこと

のように思われる(18)。また、PDAの ような

情報機器 に馴染んだ世代には、液晶画面で電

子版 の 「本」を読むという習慣 も、比較的容

易に受け入れられる可能性はある。

けれども、 これだけであれば、読書端末は

単 に新 しいメディアとしての新規性を売 り物

とするに過ぎないことになりかねない。特に、

日本のように出版界全体の市場規模が極めて

小 さい国では(注(25)参 照)、 膨大な開発 ・

導入費用を支出 して、新たに紙版 の本の市場

の脅威 となる、競合するメディアを立ち上 げ

ることになる恐れもあるのである。
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そこで、 ここで注 目したいことは、 このよ

うな電子版の 「本」が、返品率の異常な高 さ

や学術出版の困難など、現在の日本の出版界

が抱える問題の解決 に何 らかの貢献をするも

のかどうかという点である。

ソフ トブック社のウェブ ・ページの出版社

向けの説明中では、電子出版により、品切れ

をなくし、絶版 となるべき本の寿命を延ばす

ことができること、紙版の出版の負担 には通

常見合わないようなタイ トルの頒布 もできる

ことなどがあげられている(19)。

この点 は、電子書籍 コンソーシアムもほぼ

同様である。同会のウェブ ・ページを見ると、

軽量で場所を取 らないといった点 とともに、

紙代、印刷代や物流経費が不要なこと、絶版

の必要 もないこと、品切れがなく本の過疎地

もな くす ことがで きることなど、電子版 の

「本」のメリットが、縷: 説々明されている(20)。

そこで、 日米の両 システムのウェブ ・ペー

ジで説明されていることを基に、 日本の現状

に即 して このシステムの有用性を考えると、

このシステムでは、需要が少なく、通常の紙

版の出版方法では資金回収が難 しいようなタ

イ トルも出版できる可能性があり、絶版 も品

切れもな く、 さらには原理的に返品もないこ

とになるという点が重要である。

読書端末 は、 この ような可能性 を秘 あた

「出版」の形である。けれども、このシステム

は発展途上であり、 この新 しいシステムを現

在の出版の危機 を解決するために生かしてい

、く方向に発展 させるか、または、単なる新規

性を売 り物 とした、紙版 と競合するメディア

とするかは、結局 は、 このシステムの運用側

の姿勢次第 ということになろう。特に日本の

場合にっいて言 うな らば、単に売れ筋のベス

トセラー作品や コミックスをディジタル化 し

ただけであれば、それは、 やはり競合する新

しいメディアを生み出したことに止まること

にならざるをえないと思われるのである。

〔注 〕

(2)後 の 「第2版 プ ロフ ェ ッ シ ョナル版 」(1998年)

は 、DVD-ROM(DigitalVersatileDisc

ReadOnlyMemory)を 含 む5枚 組 で 売 られ

て い る。 この 電 子 版 『世 界 大 百 科 事 典 』 は、 単

に デ ィ ジ タル ・コ ン テ ンツ を 安易 に利 用 した も

の で は ない 。 ζの点 にっ き、 龍 沢 武 「『世 界大

百 科 事 典 』 を 電子 化 す る」(別 冊 本 と コ ン ピ ュー

タ1号110頁 以 下(1999年))参 照 。 百 科 事 典 を

本 格 的 にデ ー タベ ース化 す る こと を 目指 して デ ィ

ジ タル 化 に取 り組 み 、 あ え て マル チ メ デ ィア化

(テ キ ス トに、 音 声 ・静 止画 ・動 画 を 付 加 す る こ

とを 指 す)の 方 向 を取 らず 、 検 索 機 能 の充 実 を

第 一 の 目標 と した編 集 方 針 が 明 らか に さ れ て い

る。

(3)代 表 作 につ いて は、 拙 稿 「電子 出版覚 え書 き一

『ル ル』 の ことな ど」(文 芸 論叢35号38頁 以下(199

9年))参 照。

(4)た とえ ば 、 紙 版 で は全35巻 で248,000円 で 売 ら

れ て い る 『世 界 大 百 科 事 典 』(平 凡 社 ・1988年)

は、 これ に数 種 類 の検 索 ・探 索 機 能 や リン クな

どの 電 子 出版 と して の 極 あ て 高度 な加 工 が され 、

DVD-ROMが 添 付 され た 「第2版 プ ロ フェ ッ

シ ョナ ル版 」 で も59,000円 で販 売 され て い る。 百

科 事 典 の よ うな 企 画 を 新 た に電 子 版 と して ゼ ロ

か ら立 ち上 げ る こと は不 可能 と言 え る。

(5)直 径8cmのCD-ROM(200MB)を メ デ ィ

ア と して利 用 す る もの 。 読 み取 り専 用 機 と して

は、 「デ ー タデ ィス ク マ ン」(ソ ニ ー 、1990年 発

売 開 始)が 最 初 に発 売 され た。

(6)電 子 ブ ッ クの 新 刊 点 数 は92年 の47点 を ピー ク

と して、96年 まで 減 り続 け、97年 に学 習 補 助 教

材 や趣 味 的作 品 の 新 刊 に よ り一 時 的 に 盛 り返 し

た もの の、98年 に は わ ず か10点 とな って しま っ

た。 今 後 の 需要 は、 事 典 ・辞 書 類 や、 『知 恵 蔵 』

(朝 日新 聞 社)の よ うな年 版 の専 門 用語 集 、 あ る

い は 、 学 習 補 助 教 材 な どに 特 化 して い く もの と

み られ る(出 版 科学 研 究所 『出版指 標年 報』(1998

年 版)301-2頁 、(1999年 版)297頁 参 照)。

(7)〈http://walkers.channel.or:jp/〉 。 た だ し、

提 供 され る情 報 は限 られ て お り、 必 要 に応 じて

本 誌 を買 わ な けれ ば な らな い。 ま た、 『Web新

潮 』 の井 上 夢 人 作 『99人 の 最 終 電車 』(1996年 か

ら ウ ェ ブ ・ペ ー ジで 連 載 開 始)〈http://www.

webshincho.com/99train/〉 の よ う な イ ンタ ー

ネ ッ ト上 で の書 き下 ろ し小 説 も多数 現 れ て い る。
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⑧ 「電 子 書 店 パ ピ レス」(フ ジオ ンライ ン システ ー

ム)、 「光 文 社電 子 書店 」(光 文社)が 「「ザ ウル ス」

(シ ャ ープ)向 けに サ ーゼ ス を行 って い る。

(9)拙 稿 「電 子 出版 の新 しい 形 一携 帯 読 書 端 末 の

'試 み」(Join34号56 -7頁(1999年))参 照
。

(10)PressRelease(June15,1998),SOFTBOOK

PRESS〈http://wwwsoftbook.com/consumer/

press/〉 か ら。

(11)SoftBookReader,〈http://www.softbook.

com/enterprise/solutions.asp>に よ る。端 末 の

買 い取 り価格 は、 一 時払 い の場 合 で599.95ド ルで 、

他 の支 払 い方 法 もあ る。「オ プ シ ョ ンの フラ ッ シュ

メモ リー ・カ.一ドを用 いれ ば、50,00Qペ ー ジ収 容

可能 。

(12)ヌ ヴ ォー ・メ デ ィア社 の もの は 「ロ ケ ッ ト ・

eブ ッ ク」 と名 付 け られ て い る。 こ ち ら は、 購

入 費 用 は349ド ル 、小 型 の単 行 本 サ イ ズ(ほ ぼ 四

六 版 の本 の大 き さ)で 重 さ も22オ ンス(627g)

と、 ソ フ トブ ック ・リー ダ ー よ り小 型 だ が 、 フ

.ン ピ ュ ー タ を使 用 す るrこと が 前 提 と な る。 す な

わ ち 、 コ ンテ ンッ を イ ン タ ー ネ ッ ト経 由で コ ン

ピ ュ ー タ に ダ ウ ンロ ー ドして 、 専 用 ケ ー ブ ルか

赤外 線 で端 末 内蔵 の4MBの フ ラ ッシ ユメ モ リー

に読 み 込 ま せ る もの。 液 晶 画面 の 大 きさ は8.9cm

×14cmで 、保 存可 能 な コ ンテ ンッの量 は最大 約4,00

0ペ ー ジ程 度(た だ し、 本体 に カ ー ドス ロ ッ トを

備 え て お り、 オ プ シ ョ ンの メ モ リー カ ー ドの使

用 に よ り16,000ペ ー ジま で 収 容 が 可 能)(About

theRocketeBook,ROCKETeBoox〈http://

www.rocket-ebook.com/Products/〉 によ る)。

(13)電 子 書 籍 コ ンソ ー シア ム 〈http://www.ebj.gr.'

jp/〉 は、 出 版 社 、 通 信 事 業 者 、 書 店 な ど140を

超 え る企 業 が 参 加 す る会 で あ る。 そ ⑱ 目的 は、

一電 子 書 籍 に関 す る読 書 端 末 な ど の標 準 化 、 お よ

び、 「ブ ック オ ンデ マ ン ドシス テ ム総 合 実証 実 験」

な どで あ り(規 約2条)、 存 続 期 間 を2000年3月

末 ま で に 限 って い る(同26条)。 ま た、 この 会 の

い う 「電 子 書 籍 」 とは 、 こ の会 が 「規 定 す る電

子 書 籍 フ ォー マ ッ トに 準 拠 した電 子 化 さ れ た 書

籍 」 の 意 で あ る(同3条)。 歌 田 明弘 「電 子 書 籍

実験 は本 の未来 を ひ ら くか」(季 刊 本 と コ ンピュ ー

タ6号62頁 以 下(1998年))、 小 林 龍 生 「電 子 書

籍 コ ン ソー シア ム とBOD総 合 実 験 の現 在 」(出

版 ニ ュ ー ス1999年4月 中 旬 号6頁 以 下)、 拙 稿

「電 子 出版 の 新 しい形 」(前 掲 注(9))参 照 。

αの 報 道 で は、 ル ビま で 読 め る よ う な 、175dpi

(1イ ンチ あ た り175ド ッ ト)程 度 の 極 め て 高 精

細 な液晶 画面 が使 われ る とい う(小 林(前 掲注(13))

8頁 参 照)。

�5)画 像 情 報 と して 既 存 の 本 を電 子 化 す る と、 検

索 機 能 の よ うな 電 子 版 あ 本 と して の 特 色 を盛 り

込 む こ と は難 し くな るが 、 一 方 で こ の こ と に は

積 極 的 意 味 もあ る。 す なわ ち、 ① コ ミ ック の よ

う な図 版 を そ の ま ま生 か す こ と が で き、 ② さ ら

に文 字 に関 して も校 正 が 基 本 的 に 不 要 で 、 ル ビ

を 含 む印 刷 面 を そ の ま ま生 か す こ とが で き、 加

え て 、 ③ コ ン ピュ ー タ固有 の 漢 字 制 限 と い うよ

うな 問題 も回避 で きる ので あ る。

�6)小 林(前 掲 注(13))7頁 参 照 。 電 子 書 籍 コ ン

ソ ー シア ムのr基 本 構 想 」 に は、 さ らに、 低廉

な コ ス トで 大 量 の コ ンテ ン ッの 電 子 化 を 目指 す

こ と、 々 ンガ や多 様 な 表現 へ の 対 応 を踏 ま え、

「既 存 書 籍 を画 像 と して 取 り込 む方 式 を基 本 とす

る」 な どが含 まれ る とさ れ る(小 林 龍 生 「『紙 』

の役割 を代 替で きるか、 で きな いか」(新聞研究575

号26頁 、1999年)参 照)。

qのSoftBookReader(前 掲 注(11))に よ る。

U8)Whatreadersaresaying,〈www.rocket-ebook.

com/Products/usercomments.html>を 参 照 。

(19)PublishingPartners,<http://www.softbook.

com/consumer/partners/)

⑳ 「設 立 趣 意 書 」 〈http■;//www.ebj.gr.jp/aO1.

htm1>「 「電 子 の 本 』 の 新 しい試 み ～ 電 子 書 籍 コ

ンソ ー シ ア ムの 狙 い 」 〈http://www.ebj.gr.jp/

active/bO101.htm1>参 照 。

3.出 版 イメ ー ジの変容II一 オ シ ・デ マ ン ド

出版

出版 の新 しい形 の うち、 前章 でみ た電子版

の 「本」 は、 その方向性 の面 では未だ未知 の

要素 を含む。 これ に対 して、 オ ン ・デマ ン ド

出版 は、 その出来上が りは従来 と変わ らない

紙版 の本 その ものを短 時間で提 供す る方法 で 、

あ って、 その効 能 はよ り明確 であ る。

オ ン ・デマ ン ド出版 は、高精 度 の レーザ ー

プ リンダ と製本 機が組 み合 わされ た、 オ ンラ

イ ン化 された 印刷 製 本 シス テ ム(Printon

Demand=プ リ ン ト・オ ン ・デマ ン ド)に よ

る出版で あ・る(21)。この システ ムを用 い ること

によ り、必要 な フ ォー マ ッ トに沿 ってデ ィジ
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ディジタル技術の発達と 「出版」のこれから

タル化 されたコンテンッがあれば、必要なと

きに必要 な部数を数分以内に印刷 ・製本 し、

完全な紙版の 「本」の形で読者 に提供できる。

日本でも最近、日本出版販売(日 販)が ブッ

キ ングという新会社を設立 して、絶版 ・品切

書のディジタル ・コンテンッを出版社か ら預

か り保存 したうえ、読者か らの注文 ごとにこ

の システムで印刷 ・製本 して販売す ると報道

され、話題 となっている(22)。

このシステムは、 これを 「出版」のシステ

ムと考えたとき、何よりも、紙版の本を提供

す るもので従来の伝統的な出版概念 と違和感

なく接続す る点が重要である。そのうえで、

.このシステムの可能性を考えてみたとき、次

のような重要な特性が指摘できる。

第一に、いわゆる小部数 出版が可能である。、

たとえば、数百部程度の需要 しか見込めない

出版物 も過大なコス ト(出 版に伴う実費負担)

に悩 まされ ることなく紙版 の本 として出版可

能である(23)。第二に、 この システムによれば、

ハー ドコピーでの在庫をゼロとして、注文に

応 じて 「本」を制作することが可能 となり、

他方で、読者か らの注文 には瞬時に対応でき

る。このことは、需要をあ らかじめ見込んで.

本を大量に見込み生産せざるを得ない従来の

システムか ら脱却 し、売れ残 り品の処分に伴

うコス ト負担や資源の浪費をなくす可能性 も

秘めているとともに、絶版をなくして一冊の

本 を末永 く売ることも可能 とするのである。

そして、第三に、フォーマットに従 ってディ

ジタル化されたコンテンッを通信回線を経由

して送ることにより、このシステムを備えた

場所であれば世界中どこででも、読者が求め

る場所で必要な時に紙版の 「本」を印刷製本

して読者に手渡すことも可能 となるく24)。この

第一 と第二の点(お そらくは第三の点 も)は 、

前述の携帯読書端末の有用性とほぼ重なるけ

れども、オ ンデマ ンド出版 は、従来通 りの紙

版の本を提供す る新 システムである点に、最

大 のポイ ントがあるのである。

このシステムは、現時点ではページごとに

両面コ ピーされた紙葉を簡易製本するもので、

いわゆる折 り丁(16な い し32ページ分 を折 り

たたんで一まとめにしたもの。製本の際の一

単位となる)を 作ることができないという問

題がある。 しか し、紙版の本を少部数で も極

短時間 に供給できるこのシステムは、 日本の

出版の現状を考えたとき、その活性化 にとり

極あて有効なシステムと言えるだろう。

〔注 〕

⑳ ドキ ュテ ック(Do(;uTech,ゼ ロ ックス社 ・1993

年 販 売 開始)に 代 表 され る この シス テ ムの簡 潔 な

解 説 として、中西秀 彦 「オ ン ・デマ ン ド印 刷 がや っ

て きた」(季 刊本 とコ ンピュー タ8号70頁 以 下(1999

年))を 参照 。博 士論 文 の審査 用5部 、 訂正 を経 た

確定1200部 とい うよ うな印刷 に も簡 単 に対応 で き、

そ の 印刷 の 品質 は従 来 の 「オ フ セ ッ トと くらべて

遜色 ない と断言 で きる」 とい う(74頁)。

⑳ 流 通 サ ー ビス新 聞1999年7月13日 。

㈱ ス ウ ェ ー デ ンのMAJA-BRITAMOSSBERG,ONE

BOOKATATIME-PRINTONDEMAND(TELDOK

REPORT122e,1998)(以 下 、TELDOKレ ポ ー ト

とす る)を 参 照 。 同 レポ ー トは、1970年 代 に 出

版 物 の 自 由価 格 制 を導 入 し、 書 店 が 激 減 して い

る ス ゥ ェ ー デ ンの 国情 に 即・して 、 プ リン ト ・オ

ン ・デ マ ン ドが 及 ぼ す 影 響 の 可 能 性 を 論 じた も

の で、 デ ィ ジタル とネ ッ トワ ーク の技術 が 「ビ ッ.

グ ・セ ラー で な い本 、 現 代 の 時 流 に乗 って い な

い本 、 そ して 、r国際 的 な主 要 言 語 の一 っ で書 か

れ て い な い本 の 出 版 を甦 らせ、 流 通 を 改 善 」 で

き るか(p.7)と い う問題 関 心 で 書 か れ て い る。

同 レポ ー トは、BooKs-oN-DEMAND〈http://

www.books-on-demand.com/〉 を 通 じて、PD

Fフ ァイ ル 版 とオ ン ・デ マ ン ド本 版 が 入 手 で き

る。

こ の シス テ ムの 利 用 はむ しろ小 部 数 出版 の場

合 に 限 られ るの で あ り、 大 部 数 を 出版 す る場 合

に は 通 常 の オ フ セ ッ ト印 刷 の方 が安 くで き る。

もち ろん 、 従 来 の 印刷 ・製 本 シス テ ム で も小 部

数 の 出 版 は可 能 だ が、 刷版 を 必 要 とす る従 来 の

方 法 で は手 間 と費 用 が 膨 大 と な る。 この辺 の 事

情 に つ き、 中西(前 掲 注(21))70-1頁 を 参 照 。
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⑳ 前述のTELDOKレ ポートは 「世界中のどの場

所(ま たは国)で あろうと、消費者が住むとこ

ろで」本を制作することを、 スウェーデンで予

想される 「発展の次の段階」 としている(TEL

DOKレ ポー ト(前 掲注(23))p.14)。

4.お わりに一多様な 「出版」の形の中で

数百万部 も売れるベス トセラーか ら数百部

程度の需要 しか見込 あない少部数の本までが

それぞれに出版可能 なのが、新聞のような他

のメディアと比較 した場合の出版の特性であ

る。 このことにより、出版 という営みは文化

の形成や学術の発展、教養の普及の上で大き

な役割を果たして きた。

単に情報の発信 ということに限るならば、

流行のメールマガジンに代表されるシステム

を利用 したり、 ウェブ・ページを開設するこ

とによ り、たとえ個人であって も、 インター

ネットを経由しての発信が可能である。 しか

し、それは生の情報発信で しかない。今社会

が何を求めているかを把握 し、適切 な著者に

依頼 し、必要な内容を吟味 し、読みやす く整

えて読者に提供するのは、やはり編集者と出

版社の手になる出版の役割である。そ して、

この出版という営みがこれか らも役割を果た

してい くためには、出版を通 じての再生産に

必要な何 らかの利益を確保できるシステムを

維持 しなければならないのである。

翻 って、 日本の現実の出版事情をみると、

年間6万 タイ トルを超える新刊書か刊行 され

てお り、新刊 タイ トル数の徒な増加が目立っ。

一方で、返品率が異常といえるほど高率で、

出版物全体の売上げはマイナス成長となって

いる。出版の世界は深刻な 「危機」的状況に

あるといえるのである(25)。このような中で、

学術の発展の基礎となるような学術書や、人々

の思索に役立っ基本文献のような、ベス トセ

ラーとはな りに くい本の出版がますます困難

となっている。また、.返品率が異常に高いと

い う事実 は、環境問題 として も見過 ごせない

問題 を含んでいる。

このような現実に鑑みると、紙代、印刷代
「や物流

コス トをなくす ことが可能で、需要の

少ないタイ トル も出版できるシステムとして、

ソフ トブック ・リーダーのような読書端末の

試みに注目して も良い。可搬性に配慮 した端

末が広 く普及すれば、読者にとっては紙版の

本が宿命的に持つ重量 ・体積 という問題を回

避す ることができる妙手 ともなり得る。

ただ、前述のように、 この システムはいま

だ未知の要素を多 く含んでいる。 これが将来

発展を して、単 にベス トセラーを気軽に(そ

して安価に)読 む端末以上の意味を持ち得る

か否かは、偏にシステム運用側の姿勢にかかっ

ているといわざるをえないのである。

一方、オ ン・デマンド出版は、本来的に紙

版の出版でありながら出版界に大 きな変動を

もた らす可能性を秘めた システムである。前

述のように、これによ り専門書や市場が限定

された必然的に極小部数の出版 にも対応でき

るので、出版社は印刷や流通の経費負担に悩

まされることなくタイ.トル数を確保できる。

また、 この技術の進展 によっては、従来の見

込み生産の システムか ら脱却 し、出版社が従

来 のように大量に印刷 ・製本 して返品の山を

抱え る必要がなくなる可能性 もあるのである。

技術革新の必要 はあるものの、 このシステ

ムは出版界にとっては多品種少量(小 部数)

出版の実現を可能 にする待望 の、かっ極めて

現実的なシステムと言 って良い(26)。

以上のように、新 しい様々な技術 ・システ

ムを現実の出版の危機的状況に照 らしてみた

とき、オンデマ ンド出版 に上述のよ うな現実

的可能性があることが指摘できる。一方、読

書端末のシステムにっいて も、 これを単にベ

ス トセラーや売れ筋商品の新たな供給源 との

み見るのでな く、学術出版なども含む多様 な

コンテンッの供給源 として発展 させることが

で きるならば、将来、有用な新 しい出版の形
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ディジタル技術の発達と 「出版」のこれから

に成長する可能性があると思われる。

いずれにしても、 これ らの新技術 ・システ

ムが 「出版」を甦 らせるたあにどのように役

立っかは、偏に、出版する側が現在の 「危機」

をどのようにとらえ、 どの方向に変えようと

望んで、 これ らを活用するかにかかっている

のである。

〔注〕

⑳98年 の1年 間の書籍の新刊点数は65,513点、返

品率(金 額)は41.0%(い ずれも、統計開始以来

最高)。 そして、出版物(書 籍 ・雑誌)の 販売金

額の総計は、97年 に次いで2年 連続のマイナス

成長となった。出版界全体の出版物の販売金額

の総計(98年)は 、わずか2兆5,415億1千 万円

である(『 出版指標年報』(1999年 版)(前 掲注

(6))6-12頁 による)。

㈱ 多様な出版物の出版を可能とするものとして、

オンデマンド出版に注目する出版人は少な くな

い。 ペーテル ・クルマン 「オン・デマンド出版

へ/欧 州評議会、支援に向かう」(季 刊本とコン

ピュータ8号169-70頁(1999年))、TELDOK

レポート(前 掲注(23))p.9参 照。

(1999年9月22日)
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